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１．はじめに

　プラスチックリサイクル化学研究会（FSRJ）原稿の執筆要領を以下に述べます．原稿は，電子ファイル（pdf）で作成し，Web上での電子投稿（アップロード）を原則とします．pdfファイルでの原稿作成の際には，図表等が不鮮明になる場合がありますので，図表等の解像度の設定には十分に御注意・御了解下さい．
２．原稿の著作権について
　プラスチックリサイクル化学研究会において発表された講演論文集等の内容（以下，講演印刷物と言います）の著作権は，プラスチックリサイクル化学研究会（以下，本会と言います）に帰属します．ただし，著作者自身が自身の講演印刷物の全文または一部を複製，翻訳，翻案などの形で利用する場合，これに対して本会では原則的に異議申し立てをしたり，それを妨げることはしません．第三者から，講演印刷物の複製あるいは転載に関する許諾の要請があり，本会において必要と認めた場合には，著作者に代わって許諾することがあります．
　プラスチックリサイクル化学研究会に原稿を投稿頂いた時点で，上記の著作権移譲に関する条項をご承諾頂いたものと見なします．
３．講演論文集（印刷物）原稿の書き方
3.1　原稿のレイアウト

　本原稿見本は所定の書式に合致するように作られています．この書式をもとに講演論文集原稿を作成頂いて結構です．ご提出頂く講演論文集（印刷物）原稿は以下の書式に従って下さい．本文は和文、英文どちらでも可です．
・原稿は，A4判の白紙に，上下20mm，左右15mmのマージンを取り，本文は2段組み（段間10mm）とします．

・表題は12ポイント以上の文字を使用し，1ページ目の上中央に邦文・英文の順にお書き下さい．
・氏名・勤務先は10ポイントの文字を使用し，邦文氏名の右に所属を丸括弧で囲んで略記，左には会員資格を正・准・学のように書き添えて下さい．連名の場合には講演発表者の前に○印を付けて下さい．英文氏名には所属機関を記載して下さい．
・表題・氏名・勤務先と本文との間に，9ポイントの文字で，100 words程度の英文アブストラクトを記載して下さい．アブストラクトには3 ～ 5語程度のキーワードを英文で付記して下さい．
・本文は9ポイントの文字を使用し，片段26文字×60行程度となるよう，文字間隔・行間隔を調整して下さい．
・図表，写真は鮮明なものを原稿中に貼り込んで下さい．図表のタイトルと説明は英文とします．
・本文中の引用文献は，引用箇所右肩に上つきで小括弧をした番号(1)を示し，末尾に一覧をまとめて下さい．

・表題の前に実行委員会が講演番号を記入するスペースを残して下さい．










　

Fig.1   Spacing.

3.2　原稿の長さ：
上記レイアウトの原稿は2ページです．それ以外のページ数は認められません．

４．電子ファイル原稿作成時の注意

4.1　図表とファイル容量

図表・写真も原稿内に（電子的に）貼り込んで下さい．電子ファイル原稿のカラー写真や色つきの図表も印刷はモノクロになりますのでご注意下さい．転送ファイル容量に制限がありますので，ファイルが特に大きくなる場合には予め実行委員会事務局にご相談下さい（ファイル容量制限の目安は，pdfに変換後1原稿あたり1.75MB程度とお考え下さい）．

4.2　原稿の電子化
　原稿の電子化は，原則として著者において行って下さい．電子化ファイルは

Adobe PDF形式
のみを受理します．著者における原稿の電子化が周囲の方々の協力を得てもどうしても困難な場合には，その旨を実行委員会事務局にご連絡下さい．＊Adobe PDFを作成される際，フォントを埋め込む設定にして下さい．OS環境の違いによる文字化けを防ぐためですので，よろしくお願い致します．

また，講演原稿ファイル名は，著者が自由につけて頂いて結構です．事務局にて管理用ファイル名に変更します．
５．原稿の提出方法
5.1　講演論文集原稿
作成した電子ファイル（pdfファイル）は，FSRJ事務局宛に，添付ファイルにてお送りください．
5.2　原稿の締切
　原稿締切日は，2016年7月 1日（金）です．原稿の遅れは，予稿集印刷の処理に重大な支障をきたしますので，締切は厳守して下さい．
《連絡先・問合せ先・原稿提出先》

プラスチックリサイクル化学研究会事務局

産業技術総合研究所　つくばセンター西事業所　

〒305-8569　つくば市小野川16-1　　　　　　　　　　　　　 　

Tel： 029-861-8043　

E-mail: info@fsrj.org

20mm





余白





題目


著者名


英文アブストラクト


キーワード








15mm





15mm





段間　10mm





20mm








　　　　
1
　　　　下マージン２０ｍｍ　　　　　　　　　　　     Copyright © 2002

 NUMPAGES 21 by the Japan Society of Mechanical Engineers 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下から１０ｍｍ電子ファイル原稿のみ）


